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１．研究計画の概要 

脳科学所見の効用がとりわけ期待される 
(1)広汎性発達障害, (2)学習障害(LD), (3)
注意欠陥・多動性障害（ADHD）, (4)重症児・
超重症児、に関する脳科学所見活用方策を提
言する。 

 

２．研究の進捗状況 

本研究でこれまでに取り組んできた研究

の進捗状況は下記の通り。 

(1) 脳科学活用の課題と問題点の検証 

2 年次におこなった全体協議において各

障害について脳科学所見を活用する際の

課題、問題点を絞込み、それに基づいて

必要とされる脳機能計測の方針を立案し

た。 

(2) 特別支援教育への脳科学所見活用 

1 年次から 3 年次にかけて各研究分担者

が脳機能計測を進めてきた。その研究成

果は、2年次には第 47 回日本特殊教育学

会においてシンポジウムを組織し、本研

究代表者と分担者が一連の発表をおこな

った。また 3年次には、第 29 回国際臨床

神経生理学会議において、研究代表者が

教育への脳科学活用方策についてシンポ

ジウムで発表した。このように、着実な

研究で多くの成果を得ており、それらの

主な内容はすでに論文や学会発表などで

公表してきている。 

(3) 個別指導計画への脳科学所見活用 

研究協力者として加わっている特別支

援学校教員も協議に参加して、個別指導

立案の際にいかなる脳科学所見活用が

可能か、教育実践領域での活用法につい

ても討議を進めてきている。最終年度に

は、これまでに得られている脳科学デー

タを個別指導に反映させる試みを予定

している。 

(4) 特別支援教育における脳科学所見活用法

の提案 

最終年度に再度全体協議の場をもち、こ

れまでに得られている知見をもとに、特

別支援教育における脳科学所見活用方策

を取りまとめ、研究を完結させる予定に

している。 

 

３．現在までの達成度 

②概ね順調に進んでいる。 

（理由） 



自閉症、注意欠陥多動性障害、ＬＤ，重

度重複障害などに即した脳科学所見は

得られていて、それらの成果は論文や学

会シンポジウムで公表してきている。 

 

４．今後の研究の推進方策 

これまでの研究成果に基づいて最終年

度に脳科学所見活用法を提案して研究

を終結する予定である。 
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